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　ここ数年我が国の教育様式について医学教育を含め大学自らの改革が求められている．
　就中平成3年7月における文部省令の改革提言は避けて通れるものではない．つまり大学設置基
準の大綱化において，大学は目的に応じて多様に且つ特色あるカリキュラムを自由に取り組みなさ
いと弾力性ある見解をあげ，それには自己点検自己評価を導入して大学の個々の人々が教育研究に
対して重い位置付けを与えてほしいというものである．これに関連して教育に携わるもの，一人一
人が真摯に考え，既に本件に取り組んでいる大学，これから取り組み始める大学，様々であると伺
っている．さて，医学教育は卒前，卒後，大学院更には生涯教育と幅広いが，ここでは，年前教育
に関して若干の話題を述べてみる．①教育の一手段である講義法について．特に初級科目ではシラ
バスを示して講義の月日と内容を予告し到達目標を示すことがよく，一方上級科目では自由度を取
り入れ，さらに受講者の要望を考慮する余地を含めて若干の参考書の内容を理解せしめるよう目的
に到達することがよいといわれている．この点，私は従来明確に区別しておらず，反省せざるをえ
ない．②教育と研究の関連について．私が学長時代，教授候補者を公募する機会が度々あった．特
に一般教養及び基礎系教授の場合は公募文の中に学生教育の考え方，教育と研究の関係について意
見書を出して戴くことを一条件としていた．応募者の大部分の方は自分の得意とする研究分野を含
め学生教育への関連について論述する際，（イ）教育と研究は二律皆文ではない．（ロ）良い研究者
であることは良い教育者であるための十分条件ではないにしても必要条件である．（ハ）教育が至
上命令となり，研究が蔑ろにされれば長期的に見て大学における教育の危機を招くことさえ考えら
れる，等の論旨をあげていた．私としては大学における教育と研究は表裏一体の関係にあるもので
あり，両者はバランスをとることが必要であることを改めて確認させられた．③医学教育のカリキ
ュラムを組む時に忘れてはならないもの．近年次々と開発される知識や技術を追究する講義は欠か
すことは出来ないが，一方に常々患者との信頼関係が得られるような自ら「医の心」を洒養し続け
る努力の他に，患者の不安や苦痛を感じとる能力を養う教育を含めた講義を，つまり，滋賀大学中
川教授等の唱える「人間学」をカリキュラムの中に取り入れることは大切である．私としてはこれ
を組み入れる余裕は是非ほしいものと思っている．以上卒早教育においてこの千思っていることを
三つ挙げてみた．
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